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本発表では、房総における縄文時代中期末葉から後期初頭の士器様相を、加曽利E式士器を中心に検討

した。この時期の関東地方では遺跡数の激減や「環状集落」の終焉といった、大きな社会的な変化が起こっ

たと考えられており、当該期にかかわる社会様相や文化様相の変化について概観した。そして千葉県の様

相についても先行研究を基に提示した。

次に、関東地方における中期末葉から後期初頭の考え方についてと題し、中期末葉から後期初頭の土器

様相の研究史を扱った。またその際には、山内清男の研究によって整備された土器型式といった概念を説

明し、中期や後期といった大別の考え方についても触れた。山内は、土器の顔つきの違いや層位資料を某

に型式を設定していき、それを機械的にまとめる形で大別を設定していることから、大別は、絶対的な時

間幅によって分けられたものでも、文化や社会の様相を反映して設定されたものでもないことを改めて確

認した。関東地方の中期末葉から後期初頭の研究史を触れるにあたっては、称名寺式上器の研究史を中心

に説明した。称名寺式設定以前、称名寺式貝塚出土の土器を某に称名寺式の設定と、その型式としての独

立が疑われる時期、称名寺式の編年が確吃する時期、近年の動向と4時期に分けて説明した。研究史を概

観すると、称名寺式は加曽利E式と伴って出士することが多く、称名寺式成立後にも加曽利 E式が残存し

ている点、称名寺式の変遷にその加曽利E式上器が大きな影響を与えている点が、研究者の間で共通認識

として定着していったことを示した。

関東地方の研究史をまとめたうえで、中期と後期の大別の捉え方について、近畿、東海地方と南東北地

方の土器研究を簡潔にまとめ、検討を行った。近畿、東海地方では、称名寺式成立に大きな影響を与えた

中津式の成立をもって後期とされており、関東地方と大きな隔たりはないと捉えられる。しかし当地域で

は、中期末葉の北白川 C式上器と後期初頭の中津式への変化が漸移的であり、どちらの型式に含めるべき

か苦慮する個体が存在するなど、課題も多い。関東では、称名寺式の古い段階は加曽利 E式が主体であり、

称名寺式古段階の終わりごろに逆転するという現象が認められることから、この段階から後期初頭となる

という考え方も紹介した。南東北地方では、称名寺式成立期の上器は出上せず、称名寺式の成立期が捉え

られない地域である。称名寺式は古段階の終わりから中段階にかけて認められるようになるが、出上量は

少なく、中期末葉からの大木10式が広く分布している。これに加え、大木10式の範囲が研究者間で異なる

という現状があることを確認した。こうした各地の状況を踏まえ、中期と後期の大別の境界がどのように

考えられているかをまとめた。結論として中期と後期の大別の境界は各地で統一的に捉えていくのは困難

であると同時に各地の士器研究についても様々な課題があるとまとめた。

次に房総における中期末葉から後期初頭の上器様相について検討した。加曽利E式終末の特徴は先行研

究により指摘されており、その内容をまとめ、房総から出上した資料で説明を行った。この内容を踏まえ

て、称名寺式の7細別の段階編年を時間軸として用いて、各段階における住居跡出士資料で様相の検討を

行った。検討の結果、この時期においても加曽利E式の中で地域差があることを指摘した。特に「併行垂

下文類型」とされる土器がほとんど出土しない点、称名寺式と加曽利 E式の折衷上器と考えられる「関沢

類型」も出上量が限られる点は、房総におけるこの時期の特徴として注目される。また称名寺式第1• 2段
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階では、加曽利E式が主体的に出土し、称名寺式は客体的な存在であるのに対し、第3段階以降では称名

寺式が主体となり、称名寺式第4段階には、加曽利 E式上器は認められなくなる。その後、称名寺式第6段

階に再び加曽利E式が出土するようになるが、在地での変遷は追えないことから、他地域で変遷した土器

が再び認められると評価した。称名寺式第7段階では、東北地方の影響が強い士器が認められるようにな

るということを示した。

こうした地域差があることを説明し、房総における地域的特徴を示した。今後、他地域との関わりも含

め、更に検討を進めていく必要があるとまとめた。
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